
                                 

 

 
                                                                                                                                            
 
 

冬
ふゆ

休
やす

みも終
おわ

わり、いよいよ今
こん

年
ねん

度
ど

も残
のこ

り少
すく

なくなりました。今年
ことし

も元気
げんき

に 1年
ねん

を過
す

ごせるよう、 

規
き

則
そく

正
ただ

しい生活
せいかつ

を 心
こころ

がけましょう。 

 

 

 

学校
がっこう

給食
きゅうしょく

のはじまりは、明治
めいじ

２２年
ねん

に山形県
やまがたけん

鶴岡市
つるおかし

の

忠
ちゅう

愛
あい

小学校
しょうがっこう

で、お弁当
べんとう

を持
も

ってこられない子
こ

どもたちの

ために食事
しょくじ

を出
だ

したことが始
はじ

まりとされています。この

期間
き か ん

を通
とお

して、改
あらた

めて食
しょく

と健康
けんこう

について考
かんが

える 1週間
しゅうかん

にしましょう。 

 

 

 

 
 
 

「地産地消
ちさんちしょう

」とは、「地域
ち い き

生産
せいさん

・地域
ち い き

消費
しょうひ

」を短
みじか

くした言葉
こ と ば

で、「地域
ち い き

でとれたものを地域
ち い き

で食
た

べ

る」という意味
い み

です。 

尾道
おのみち

市
し

は山
やま

、海
うみ

、大地
だ い ち

に囲
かこ

まれ四季折々
し き お り お り

の新鮮
しんせん

な食材
しょくざい

が収穫
しゅうかく

できる豊
ゆた

かな街
まち

です。地産地消
ちさんちしょう

に

は良
よ

いことがたくさんあり、給 食
きゅうしょく

でも積極的
せっきょくてき

に地産地消
ちさんちしょう

をすすめています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きゅうしょくだより    尾道市教育委員会   １月 

「食育
しょくいく

の日
ひ

」・・毎月
まいつき

１９日
にち

は「感謝
かんしゃ

・完食
かんしょく

」の日
ひ

（残
ざん

菜
さい

ゼロの取組
とりくみ

）  （令和 2 年度） 
                                 （平成２３年度） 

地産地消
ちさんちしょう

ってなに？ 

毎
まい

月
つき

の給 食
きゅうしょく

献
こん

立
だて

表
ひょう

の太
ふと

字
じ

は広
ひろ

島
しま

県
けん

内
ない

産
さん

の食
しょく

材
ざい

です。 

わけぎやかんきつ類
るい

は尾道市産
おのみちしさん

を使
つか

うことが多
おお

いです。 

安心
あんしん

・安全
あんぜん

 

地元
じ も と

でとれた食
た

べ物
もの

は

作
つく

っている人
ひと

の顔
かお

が見
み

え、話
はなし

ができるので

安心
あんしん

・安全
あんぜん

です。 

新鮮
しんせん

 

生
せい

産地
さ ん ち

が近
ちか

いので、新
しん

鮮
せん

でおいしい食材
しょくざい

を

買
か

うことができます。 

1月
がつ

24日
か

～30日
にち

は「全国
ぜんこく

学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

週間
しゅうかん

」 

環境
かんきょう

に良
よ

い 

運
はこ

ぶ距離
き ょ り

が短
みじか

く、エ

ネルギーが少
すく

なくて

すむので、環境
かんきょう

にやさ

しいです。 

歴史
れ き し

を知
し

る 

農 業
のうぎょう

や食品
しょくひん

産業
さんぎょう

な

どが、なぜ始
はじ

まったの

か考
かんが

えることで地域
ちいき

の歴史
れきし

が分
わ

かります。 


